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リンク：動物の管理と使用に関する活動計画報告書作成及び申請の手引き
第1部　序文
A. 認証対象となる施設と，その施設が所属する機関の名称を記述してください。また施設に附属する学校，センター等の全組織についての一覧を作成してください。
B. 研究機関の概要，目的および任務と動物の管理と使用に関する活動計画との関連について記載してください。 
C. “Association for Assessment and Accreditation of Laboratory Animal Care (AAALAC) International”（以下，AAALACと略す）の三大指針は実験動物の管理と使用に関する指針“Guide for the Care and Use of Laboratory Animals”- NRC2011（以下，指針と略す）， 農学研究ならびに教育用動物の管理と使用に関する指針“Guide for the Care and Use of Agricultural Animals in Research and Teaching”- FASS2010（以下，Ag指針と略す），実験その他の科学的目的に使用される脊椎動物の保護に関する欧州協定－欧州評議会“the European Convention for the Protection of Vertebrate Animals Used for Experimental and Other Scientific Purposes, Council of Europe ”（以下，ETS 123と略す）です。米国農務省 U.S. Department of Agriculture (USDA)， 米国公衆衛生局Public Health Service (PHS)規範，医薬品安全性試験実施基準Good Laboratory Practice (GLP)，カナダ動物管理協会Canadian Council on Animal Care (CCAC) 等の規則およびガイドラインも適用しています。研究機関の動物の管理と使用に関する活動計画には，上記の三大指針やその他の規程ならびにガイドラインのうち，どれを基準として採用し，どのように活用しているのか記載してください。 例えば，実験動物福祉局Office of Laboratory Animal Welfare (OLAW)保証を有する米国の学術機関では，全ての動物について，指針とPHS規範を基準として採用し，対象となる動物種には動物福祉法施行規則等Animal Welfare Act regulationsを適用し，農業研究や教育に使用される家畜にはAg指針を適用している。EUでは指針， ETS 123，EU指令Directive 2010/63，ならびに各国の規定を基準として適用している。
D. 組織について記述し，組織図（添付する事も可能）を記載してください。組織図には運営責任者から選任獣医師，動物実験委員会（以下委員会と略す），動物飼育担当者までの指揮系統を詳細に示してください。職位，氏名（注記：個人名を公表できる場合には氏名と職位，公表できない場合は職位のみ）を記載してください。また，監督者以上の職員については，可能であれば学位も記入してください。監督者の下には，動物飼育担当者の数と職位を記載してください。ただし動物飼育担当者の氏名は必要ありません。管理上，動物飼育責任が分散している場合には，組織図に全ての動物ケアプログラムを記載し，各管理部門と職員，選任獣医師，運営責任者との関係を示してください。
E. 研究機関の主な代表者（運営責任者，委員会の委員長，選任獣医師，動物プログラムマネージャー，バイオセーフティ／化学物質危険性／放射線安全管理の担当者等を含むが，これに限らない）ならびに訪問に立ち会う可能性のある職員について記入してください。 

F. 動物を使用する主な研究，試験，教育計画を簡単に記述してください。また，動物を使用する研究責任者と動物実験計画書の概数を記載してください。手引きに記載のとおり，動物使用の書式（動物使用実績）を一つ選択のうえ，概要を記載して埋めるか，もしくは求められている情報を同様のフォーマットにて添付してください。 

G. 動物を使用する研究資金（助成金，請負等）の出所を示してください。 

H. 報告書に記載されていない組織で，動物を収容または飼育している他の組織（部門，事業所，区域，部署，学部等）を列記してください。これらの組織が物理的あるいは機能的（例：委員会が同じ，動物飼育担当者が同じ等）に認証対象施設と隣接している場合，その関連性を記載してください。また，それらの組織が今回の申請の対象とならない理由を記載してください。
I. 委託契約施設：研究機関が動物飼育施設を委託している場合，あるいは研究機関が所有する動物の飼育を委託している場合，受託業者とその認証状況について確認する必要があります。受託業者の動物の管理と使用に関する活動計画が認証されていない場合，本報告書の概要に続き，その受託業者の活動計画と施設について概要を記載してください。さらに，委託契約施設で飼育している動物種とその大凡の匹数，および研究機関の動物施設と委託機関の動物施設間の大凡の距離を記載してください。現場訪問のスケジュールに委託業者の活動計画を組み込むかどうかは，研究機関の代表者と協議のうえ決定します。研究機関が委託動物飼育施設もしくは委託サービスを利用していない場合は，その旨を記載してください。 
J. その他，報告書の審査担当者の参考になる関連情報があれば記載してください。
第2部　本文
I. 動物の管理と使用に関する活動計画
A. 活動計画の運用
1. 活動計画の運用責任  [指針: p. 13-15, Guide: p.13-15]
a. 運営責任者 [指針 p. 13-14, Guide: p.13-14]
選任獣医師，委員会，活動計画関係者が，運営責任者に活動計画のニーズをどのようにして明確かつ定期的に報告しているのか記載してください。
b. 選任獣医師 [指針: p.14-15 , Guide: p.14]
i. 適切な獣医学的ケアを行うための施設の取り決め事項を記載してください。活動計画に関与する獣医師（個人開業の獣医師を含む）については，氏名，職責，実験動物の管理と使用をどのように監視しているのか記載してください。 研究機関の常勤獣医師の場合は，動物の管理と使用に関する活動計画に費やす時間の割合（パーセント）を示してください。非常勤もしくはコンサルタントとして勤務している場合は，訪問頻度と滞在時間を記載してください。 
ii. 獣医学的ケアに直接的な役割を担うその他の職員（例：試験責任者，試験責任者としての役割を担う獣医師，獣医学部とその職員，技術職員，農場管理者等）を列記し， その責務を記載してください。また，それらの職員と選任獣医師の間でのレポートする関係を記した組織図も資料として添付してください。 
c. 共同研究 [指針 : p. 15 , Guide: p.15]
外部（共同研究）における動物の管理と使用の責任，動物の所有権，委員会による管理責任等の分担方法を記載してください。
2. 職員の管理
a. 訓練と教育
訓練プログラムについて委員会がどのように監督し，その有効性を評価しているか記載してください。訓練の記録方法についても記載してください。
i. 獣医師およびその他の専門職員 [指針: p.16 , Guide: p.15-16]
上に挙げた獣医学的従事者も含め，獣医師ならびにその他の専門職員の氏名および資格証明を示し，それらの職員の資格，訓練，継続教育について記載してください。ただし職員の履歴書を添付することはしないでください。
ii. 動物飼育担当者 [指針: p.16-17 , Guide: p.16]
動物飼育担当者の人数  ____
動物飼育担当者の研修，資格のレベルと種類，経験，継続教育の機会について要約してください。 

iii. 研究チーム [指針: p.17, 125-126, 132, 134 , Guide: p.16-17, 115-116, 122, 124]
1) 試験担当者は予定されている動物の実験的処置や動物種別に必要とされる知識や専門技術を備えていることを研究機関もしくは委員会が担保する仕組み全般を記載してください。 
a) 必要とされる訓練の内容について概要を記載してください。
b) 作業の開始と関連して必要な訓練の時期について記載してください。
c) 継続して実施する教育について記載してください。
2) 手術処置とそれに関連する処置については，有資格者でかつ教育訓練受講者が実施することを担保するプロセスを記載してください。その担当者が手術処置の資格を有している，訓練も受けていると判定するのは誰ですか？　その判定において，選任獣医師ならびに委員会はどのような役割を担っていますか？ [指針p.125-126, Guide: p.115-116]

3) 麻酔を行うにあたって求められる訓練と経験について記載してください。 [指針: p.132 , Guide: p.122]
4) 安楽死を実施する担当者の熟練度を保証する方法を記載してください（特に，物理的な安楽死方法について）。 [指針:  p.133 , Guide: p.124]
b. 職員の労働安全衛生 [指針: p.18-25 , Guide: p. 17-23]
研究機関の労働安全衛生プログラムの計画，監視，運用に携わる機関内組織について記載してください。 

i. 危険認識とリスク評価  [指針: p.19-20 , Guide: p. 18-19，実験動物の管理と使用に関する労働安全衛生指針（NRC 1997）の第2章と第3章も参照のこと]
1) 研究機関で動物を使用することによる実験上およびその他の潜在的な危険（電離および非電離放射線，化学洗剤，咬傷，アレルゲン，人獣共通感染症，有毒動物種）を特定，評価，管理するためのプロセスを記載してください。また，これらの危険因子のリスク評価方法ならびにリスク管理手順の計画立案について記載してください。 
2) 危険因子への曝露や職場での怪我等の報告ならびに評価の手順を記載してください。 
ii. 施設，装置およびモニタリング [指針: p.20-21 , Guide: p. 19-20]
1) 危険因子を実験環境内および動物飼育区域内に封じ込める方法について記載してください。
2) 危険因子を使用している施設の，面積，動物室数，サポート用スペースを記載してください。また建物の設計上の特徴，構造の特徴，特殊な設備（特に危険物質封じ込めに関係するもの）についても記載してください。排気処理の有無とその処理方法を示してください。特別な施設がなく，危険物質に曝露される動物がコンベンショナル動物室内で飼育されている場合は，そのように記載してください。
3) 職員の安全を確保するために実施している監視プロセスと飼育管理作業法（危険因子を伴う作業時に提供される個人防護器具を含む）について記載してください。
4) ヒトを対象とした研究用もしくは患者区域として使用される施設ついて，患者の保護，施設の汚染除去，廊下やエレベーターを介した動物移送等に関する規範および手順，その他の職員防護の手順を記載してください。
5) その他，動物やケージ機器を共用の廊下やエレベーターで移動するような状況（例えば，動物の管理と使用に関する活動計画に関係ない人との接触の可能性がある場合），ならびにそのような使用に伴って生じるリスクを軽減する方策について記載してください。
6) 動物の輸送に車両を使用する場合，アレルゲンや人獣共通感染症等の危険因子への曝露から運転手を防護する方法を記載してください。
iii. 職員の教育 [指針 : p.21 , Guide: p.20]
1) 人獣共通感染症，衛生管理，アレルギー，その他の労働安全衛生上配慮すべき点を職員に伝える教育プログラムについて記載してください。
2) 動物で危険物質を使用する職員の特別な資格と訓練について記載してください。 

iv. 職員の衛生管理 [指針: p.21-22 , Guide: p.20，Ag 指針: p.4-5]
1) 動物飼育担当者，技術職員，農場職員等が日常的に使用する個人防護器具および作業着を列記してください。作業着の洗濯方法についても記載してください。 
2) 手洗い，シャワー，着替え（動物施設外で着用する作業着を含む）に関する規定を示してください。
3) 動物施設における飲食ならびに喫煙に関する規範を示してください。
v. 危険物質を用いる動物実験 [指針: p.22-23 , Guide: p.20-22]
1) 危険因子の使用の監視プロセスを含め，生物学的，化学的，物理学的危険因子を用いる実験を管理するための研究機関の規範について概要を記載してください。

注記：生物学的，化学的，物理学的危険因子を用いる実験を管理するための研究所の規範および標準操作手順書（SOP）は，AAALACによる施設訪問の際に必要です。もし，そのような規範や手順書がない場合は，そのことについて説明してください。 

2) 安全衛生プログラムの中で，危険物質に曝露される可能性のある職員に関する部分について明記してください。
3) 揮発性麻酔剤の使用に関する安全手順ならびに余剰排出ガスの除去方法について記載してください。
4) 現在，動物への使用が認められていて，曝露後に動物を2～3時間以上維持する，あるいは維持することになる危険因子あるいは危険の可能性のある因子を，下記の各カテゴリーに基づいて列記してください。セキュリティおよび特許上の理由から危険因子の名称を明示できない場合は，当該因子の一般的カテゴリーと危険度レベルを示してください。注記：この情報は資料として記載することも可能です。
a) 生物学的危険因子とその危険度レベル （疾病対策予防センター（CDC）バイオハザードレベル，EU指令 93/88 EEC，CDCまたはUSDA/保健社会福祉省（DHHS）選定物質，その他).
b) 化学因子とその危険性の一般的カテゴリー（毒物，毒素，刺激物質，発癌性物質等）
c) 物理学的因子（放射線，紫外線，磁場，レーザー，騒音等）
5) 上記の危険物質に実験的に曝露された動物のための収容方法とケアの方法のプログラムについて，特に分類毎の物質を封じ込めるための管理方法と安全対策に重点を置いて記載してください。職員の曝露レベルの評価方法も示してください。
vi. 個人の防護 [指針: p.23 , Guide: p.21-22]
1) 動物施設（例：騒音区域，殺菌剤等の大量の化学物質，人間工学等）あるいは使用動物種（例：霊長類，家畜等）に特有の身体的損傷の可能性を減じるための訓練，器具，手順について記載してください。 

2) 防護器具の保守管理手順と定期的な機能確認方法について記載してください。 
3) ケージ洗浄施設や飼料粉砕機など呼吸器保護具の使用が求められている。もしくは義務付けられている状況について記載してください。また，それら保護器具の採択方法，ならびにフィットテストおよび適正な使用と保管の訓練の実践について記載してください。
4) ラック／ケージ洗浄機，衛生／消毒機器，重機（スクレーパー，トラクター，農業機械等）を使用する職員の安全を確保するためのプログラム規範を記載してください。また，その規範を支える教育訓練プログラムを記載してください。
vii. 職員の健康診断と疾病予防 [指針: p.23-25 , Guide: p.22-23]
1) 健康診断・疾病予防計画の作成およびモニターの責任を持つ職員および／または部署を明記してください。
2) プログラムに関与する職員（研究スタッフ，客員研究員，飼育担当職員，学生，支援スタッフ等）を記載してください。 
3) 健康診断・疾病予防計画の概要（雇用前／配属前の健康診断，定期健康診断，予防接種，健康に関する問題の伝達手順を含む）について記載してください。
4) 潜在的危険性のある動物種（霊長類，ヒツジ等）あるいは因子（感染因子，ヒト由来組織，化学物質／毒素等）に曝露された職員に対する特別な予防措置あるいは手順について記載してください。
c. 動物福祉に関わる問題事例の調査と報告 [指針: p.25-26, Guide: p.23-24]
研究機関における動物福祉に関わる問題事例を報告・調査する方法を記載してください。
B. 活動計画の監督
1. 委員会の役割 [指針: p.26-43 , Guide: p.24-40]
a. 委員会の構成と機能 [指針: p.17-18, 26-27 , Guide: p.17, 24-25]
委員の氏名，学位，役割，所属（例：部／課）が記載された委員会名簿を資料として添付してください。
i. 委員を任命する手順を記載してください。 

ii. 委員会の開催頻度を記載してください。
iii. 委員を対象としたオリエンテーション，研修，継続的な教育について記載してください。 [指針: p.17-18, Guide: p.17]
b. 動物実験計画書の審査 [指針: p.27-29, Guide: p.25-26]
研究機関の動物実験計画書の未記入の書式を資料として添付してください。併せて，1年毎の更新・変更・修正用の書式も添付してください。
i. 研究および教育を含めた動物実験計画書の審査ならびに承認のプロセスについて記載してください。公的な助成金と関わりのない動物実験計画書（パイロット実験や内部資金による研究）の審査方法と承認方法も記載してください。また委員会が試験による悪影響と研究の結果として得られる恩恵とを比較検討する方法について記載してください。動物に痛みや苦悩を引き起こす可能性のある実験計画の審査方法，代替法の審査方法，どのように獣医師に意見を求めているか，また動物実験を管理あるいは監視する方法について記載するとともに，動物数と実験群ごとの動物数の妥当性を判断する方法を明記してください。
ii. 動物実験計画書の修正，変更，改訂について，審査および承認するプロセスを記載してください。該当するものがある場合，「大きな変更」と「小さな変更」を対比して説明してください。
c. 動物実験計画の審査において考慮すべき点 [指針: p.5, 29-37, Guide: p.5, 27-33]
i. 実験目標達成によるエンドポイントと人道的エンドポイント [指針: p.29-30 , Guide: p.27-28] 
実験目標達成によるエンドポイントに替わる（人道的）エンドポイントを定めた基準の設定，承認ならびに適用の方法を記載してください。代替のエンドポイント に関する情報が得られない実験でのモニタリングシステムについても記述してください。
ii. 動物のウエルビーイングに影響を与える予想外の結果 [指針: p.30-31, Guide: p.28-29]
実験処置による予想外の結果（例えば，遺伝子組換え動物の予想外の表現型等）に関する確認，解釈および委員会への報告の方法について記載してください。
iii. 身体の拘束 [指針: p.31-32, Guide: p.29-30]
注記：本項では長時間の拘束を必要とする試験についてのみ記載してください。日常的な臨床処置や実験処置の遂行を目的とした短時間の身体拘束については記述の必要はありません。
1) 身体拘束の手順や器具の使用に関する規範の概要を記載してください。
2) 過去3年以内に使用された，もしくは使用されている動物用拘束器具を記載してください。各器具に関して，拘束時間，馴化手順，モニタリング手順，適応もしくは馴化しない動物を除外する基準，臨床的に悪影響が認められた動物に対する獣医学的ケアの提供について記載してください。
iv. 複数回の外科的処置 [指針: p.33 , Guide: p.30]
注記：生存外科的処置の後に非生存外科的処置が実施される場合は，この範疇に含まれません。
1) 同一個体に対する複数回に及ぶ生存外科手術（大規模手術あるいは軽微な手術）に関する研究機関の規範を記載してください。
2) 複数回に及ぶ生存外科手術（大規模手術もしくは軽微な手術）の承認手順ならびに動物のウエルビーイングに対する影響を判断する基準について記載してください。
3) 同一個体に対して時間をおいて複数回の大規模な生存外科的処置を施す実験で，現在承認されている実験計画について概要を記載してください。また，研究機関のモニター方法も記載してください。
v. 給餌・給水量の調整 [指針: p.33-34 , Guide: p.30-31]
1) 給餌および／または給水の制限を必要とする実験の状況について記載してください。注記：手術前の絶食は含まれません。実験名，実験の妥当性 ，使用動物種，給餌／給水制限の長さとタイプを列記してください。
2) 動物の健康管理の手順と頻度を記載してください（例：体重，血中尿素窒素，糞／尿量，摂餌／摂水量）。
3) 制限期間中に適量の栄養と水分を確保する方法を記載してください。
vi. 非医薬品グレードの化合物類の使用[指針p.34-35, Guide: p.31]

該当する場合，非医薬品グレードの化合物類使用の根拠と委員会による審議について記載してください。
vii. 野外実験 [指針: p. 35, Guide: p. 32]
該当する場合，動物（野生の脊椎動物）の野外実験を審査する際に委員会が特に配慮する点を記載してください。 

viii. 家畜[指針: p. 36-37, Guide: p.32-33]
該当する場合，実験動物として家畜種を使用した「バイオメディカル」および「農学」研究プロジェクトを，委員会が審査する際に考慮する点ならびに指針となる文書について記載してください。 

ix. 動物の再利用 [指針 : p. 5, Guide: p.5]

動物の再利用（複数の教育あるいは研究目的の動物実験計画書のもと）に関する研究機関の規範および／または監視方法について記載してください。現在，承認されているもので，個々の動物の再利用に関する動物実験計画書の概要を記載してください。
2. 承認後のモニタリング [指針: p.37-38, Guide: p.33-34]
a. 委員会による実施中の実験の審査および定期的な再審査（例：年度毎の再審査，米国公衆衛生局助成研究の場合3年毎の更新など）の方法ついて記載してください。 
b. 委員会が動物の管理と使用に関する活動計画を再審査し，さらに施設および実験室を査察するプロセスと頻度を記載してください。サテライト飼育施設および動物使用区域の審査を免除もしくは審査頻度を変更する場合の判断基準について記載してください。委託契約施設もしくは受託会社派遣職員を利用している場合，委員会がそれらの活動計画と施設を審査する手順を記載してください。注記：最新の審査報告書を資料として添付してください。
c. 規制当局（例：政府，監督官庁等）の査察報告書で指摘された不備に対する研究機関の回答を記載してください。注記：（可能であれば）過去3年間のそれら査察報告書の全てのコピーを，現場訪問官による調査の際に準備しておいてください。
d. 実施中の実験の評価ならびに法規制の順守を促進するために用いられる，その他のモニタリング方法や手順を記載してください。 

II. 飼育環境，住居とその運用
注記：該当する場合，農場環境，野外実験，水生環境等も含め，各項目に記入してください。 
A. 飼育環境
1. 温度および湿度 [指針: p. 47-49, Guide: p.43-45]
a. 暖房と空気調和システムの性能の概要を記載してください。飼育室や飼育区域の温度と湿度が各動物種にとって適切かどうか評価，モニタリング，記録する方法とその頻度を記載してください。注記：資料の「暖房，換気，空気調和（HVAC）システムの概要」に示したように，現在の（過去12か月以内に測定した）詳細な部屋毎の性能データを提示してください。屋外の飼育区域を使用している場合は，その旨を記載してください。
b. 設定温度および／または飼育環境条件が動物種の温熱中間帯の範囲外にある場合は，行動性体温調節（例：巣材，シェルター等）を用意するプロセスおよび／または委員会が承認した例外事項について記載してください。 
2. 換気および空気の品質[指針: p. 49-52, Guide: p.45-47]
a. 換気システムの性能面について概要を記載してください。動物室の換気回数と（隣接区域との）差圧を評価，モニタリング，記録する方法とその実施頻度を記載してください。注記：資料の「暖房，換気，空気調和（HVAC）システムの概要」に示したように，現在の（過去12か月以内に測定した）詳細な部屋毎の情報を提示してください。
b. 強制換気を用いた特殊な一次囲いの換気面について記載してください。
c. 飼育室あるいは一次囲いに用いた給気を再循環する場合には，その空気の供給源およびパーセント，ならびにガス状および粒子状汚染物質の除去方法を記載してください。
3. 水生動物種の生命維持装置 [指針: p. 97-102, Guide: p.84-87]
一次環境媒体として水を用いる動物種（例：水生動物）の飼育環境について，研究機関が定める必要条件の概要を記載してください。動物種にとっての適切な環境を確保するため用いている全体的システム構造，飼育密度，水の処理，維持管理，品質保証について記載してください。施設特有の水槽の構造およびパラメータのモニタリング頻度について，資料の「水生動物システムの概要」に要約を記載してください。
4. 騒音および振動 [指針: p. 54-56, Guide: p.49-50]
動物施設における過剰な騒音および振動を制御，軽減あるいは防止するための設備設計上の特徴やその他の方法を記載してください。
B. 動物の飼育施設（陸生，飛翔および水生の動物種全て） 

1. 一次囲い 

使用している一次囲い（例：ケージ（従来型，個別換気型ケージシステム（IVCS），その他），ペン，畜舎，牧場，鳥小屋，水槽）について，添付資料に記載してください。
a. 全ての実験動物（従来型の実験動物種，家畜，水生動物，野生動物等）を対象に，委員会がバイオメディカル研究，野外実験，農学研究実験を審査する際，与えられている飼育スペースが適切か確認するのに用いている検討事項，性能基準，指針となる文書（例：指針，Ag指針， ETS 123 および／またはその他の適用基準）について記載してください。 
b. 飼育スペースに関して，指針となる文書（指針，Ag指針， ETS 123 および／またはその他の適用基準）からの例外事項を記載するとともに，活動計画で対象となっている全動物種の飼育スペースの妥当性を（例えば委員会が）確認するために用いている参考文献，検討事項，性能基準を示してください。 [指針: p.62-69, Guide: p.55-63]  
2. 環境エンリッチメント，社会的および行動学的管理 [指針: p. 59-62, 69, Guide: p.52-55, 63, Ag 指針: 第4章, AG Guide: Chapter 4]
a. エンリッチメント
i. 一次囲い環境の構造的要素で，飼育動物のウエルビーイングを向上させるものを記載してください（例：休憩板，プライバシーエリア，棚／止まり木，ブランコ，ハンモック等）。 
ii. 動物の種特異的活動パターンを促すような非構造性の提供（例：運動，齧り，ペンへのアクセス，探索行動の機会，環境統御，採餌行動，ねぐら作り，穴掘り行動，巣材，玩具／操作子，草食み行動，放牧，掘り出し行動，よじ登り）について記載してください。
b. 社会的環境 [指針 : p. 71, Guide: p.64]
i. 社会性のある動物種を社会的な飼育をするための研究機関の規範もしくは方針について記載してください。  
ii. 社会性のある動物が社会的な飼育をされない場合，委員会が承認した正当化の理由を記載してください。 

iii. 隔離あるいは個別飼育されている動物に対する，同居動物がいないことを補う措置（例：人間との交流，環境エンリッチメント等）について記載してください。
c. 　順化作業および動物の訓練 [指針: p. 72, Guide: p.64-65] 
動物を日常の飼育手順もしくは実験手順に慣らす方法について記載してください。また可能であれば，新たな処置や人間によって引き起こされるストレスを軽減することによって，環境によりよく対処できるようにするための方法について記載してください。
d. エンリッチメント，社会的および行動学的管理プログラムの審査 [指針: p. 66, 78-79, Guide: p.58, 69]
動物のウエルビーイングに有益でありかつ動物使用の最終目標と合致していることを確認するため，社会性のある動物種の社会的な飼育に対応するエンリッチメントプログラムならびに例外事項について，定期的な検討方法を記載してください。 
e. 保護施設または屋外の住居 [指針: p.61-62 , Guide: p.54-55]
i. 飼育環境について記載してください（例：納屋，囲い，牧草地，囲われた放牧地，飛翔動物用ケージ，池，島）。
ii. 動物を極端な天候や捕食動物から守り，逃亡を防ぐ方法を記載してください（例：風除け，シェルター，日陰の区域，強制換気している区域，熱放射装置，整備された空間へのアクセス等）。
iii. 下位の動物のための保護もしくは避難メカニズム，飼料と水へのアクセスの確保，エンリッチメントの提供，相性のよい動物を群飼育する取り組みについて記載してください。
f.    自然的環境 [指針: p.62 , Guide: p.55]
i. 自然的環境のタイプ（森林，島）および動物のウエルビーイングに関するモニター方法を記載してください。
ii. 飼料，水，シェルターの与え方を記載してください。
iii. 動物の捕獲方法を記載してください。
C. 動物施設の管理
1. 飼育管理
a. 飼料 [指針: p.73-76 , Guide: p.65-67]
i. 飼料の種類と由来を列記してください。
ii. 供給業者の飼料保管施設について，温度管理方法と害虫対策を記載してください。複数の供給業者を利用している場合は，各業者について記載してください。
iii. 該当する場合は，バルクで飼料を保管する施設について，温度管理方法と害虫対策等を記載してください。動物施設内にある飼料保管場所については，下記のIV.施設B.4.a.の項に記載してください。
iv. 動物室内の飼料保管について記載してください。
v. 飼料を準備する区域について記載してください。
vi. 各動物種への給餌方法（自由給餌，制限給餌，給餌器のタイプ）を記載してください。 

vii. 特殊飼料について，在庫のローテーション，製造年月日のモニター，栄養価，汚染微生物数，化学物質汚染等の品質管理手順を記載してください。
b. 飲水 [指針: p.76-77 , Guide: p.67-68]
i. 水源，水の処理あるいは精製方法，および動物への給水方法（例：ボウル，シッパー管付き給水瓶，自動給水器，給水桶，池，小川等）を記載してください。
ii. 汚染物質のモニタリングを含め，飲水の水質管理方法を記載してください。
iii. 自動給水システムを使用している場合，その維持管理および衛生管理の方法について記載してください。 

c. 床敷および巣の材料 [指針: p.77-79 , Guide: p.68-69]
i. 各動物種に用いているタイプと使用方法について記載してください。
ii. バルクで床敷を保管している場合は，害虫対策含め，その保管施設について記載してください。動物施設内にある具体的な床敷保管場所については，IV.B.4.a. の項に記載してください。 

iii. 汚染物質のモニタリングを含め，品質管理方法を記載してください。
d. その他の飼育管理用の器材
i. 該当する場合は，動物の輸送に使用している車両およびその他の機器（例：トレーラー）について記載し，そのタイプと貨物室の環境管理方法を示してください。
ii. 動物のケアプログラムで用いられている動物ケアに関連する機器（例：運動用もしくはエンリッチメントのための特殊な器具，高圧噴霧器，掃除機，トラクター，トレーラー，散布機 等）を記載してください。
e. 衛生管理 [指針: p.79-83 , Guide: p.69-73]
i. 床敷／床材の交換
1) 接触型および非接触型の床敷の交換頻度を，各動物種，囲いのタイプ（平底タイプまたは吊り下げタイプ）やペン等それぞれについて記載してください。
2) 指針もしくは適用規程が推奨している交換頻度から外れ，委員会が承認している例外事項を記載してください。また，その例外事項を正当化するための基準について記載してください。
3) ケージ／囲いから汚れた床敷を回収する場所と新しい床敷をケージ／囲いに入れる場所を記載してください。
ii. ミクロ環境およびマクロ環境の清掃と消毒 
洗浄／消毒の頻度とその方法について，添付資料の「ミクロ環境およびマクロ環境の清掃と消毒」に記載してください。 
1) 指針（もしくは適用規程）で推奨している清掃・消毒の実施間隔から外れている，委員会が承認している例外事項を記載してください。
2) 清掃・消毒の効果および機械式洗浄機の機能の評価
a) 清掃・消毒手順の効果をモニタリング（例：水温の検査，微生物学的モニタリング，目視による検査等）する方法について記載してください。
b) 機械式洗浄機の保守プログラムについて記載してください。
f. 　廃棄物処理 [指針: p.83-84 , Guide: p.73-74]
下記の廃棄物について，取扱い，保管，廃棄の方法とその頻度，ならびに最終処理場所を記載してください。
i. 汚れた床敷とごみ
ii. 動物の死体
iii. 感染性，毒性，放射性，鋭利物やガラス類等の有害廃棄物
g. 害虫・害獣駆除 [指針: p. 85, Guide: p.74]
i. 害虫・害獣（昆虫，げっ歯類，捕食動物等）防除プログラムについて記載し，使用している薬剤，適用場所，プログラム監督者，薬剤散布担当者を示してください。また，害獣や捕食動物の駆除に天敵（例：納屋猫）もしくは見張り動物（例：イヌ，ロバ）を使用している場合は，それについて記載してください。
ii. 動物使用者への殺虫剤使用の通知方法について，また，動物使用者が特定区域内における駆除剤の使用を断る方法について記載してください。
h. 緊急時ならびに週末・休日の飼育管理 [指針: p. 85-86, Guide: p.74-75]
i. 週末と休日の飼育管理手順について記載してください。飼育管理の担当者（例：常勤のケアスタッフ，学生，パート職員等）と監督者ならびにどのような手順を実施するのか記載してください。また，週末／休日勤務の担当が正規職員でない場合，その職員の資格も記載してください。
ii. 緊急時に動物のケアおよび／または獣医師に連絡をとる手順を記載してください。
2. 個体群管理 [指針: p. 86-89, Guide: p.75-77]
a. 個体識別
各動物種の個体識別方法（例：マイクロチップ，ケージ／水槽カード，首輪，足バンド，入れ墨，耳タグ，烙印等）を記載してください。
b. 記録管理
個体の記録保管手順について記載してください。個体記録が保管される動物種，記録管理の責任者（役職を記載，氏名は不要），記録の保管場所，獣医師と委員会による閲覧方法も記載してください。
c. 繁殖，遺伝学および命名法
i. 遺伝学的特性に基づく動物の選択方法に関して，研究者へ助言を行うプログラムについて記載してください。
ii. 実験動物の識別を正確に表わすための標準的な命名法を用い，実験に使用する全ての動物の系統および亜系統，または遺伝学的背景に関して研究者に助言するプログラムについて記載してください。
iii. 新たに作製された遺伝子型に関して，動物の健康およびウエルビーイングを確保するよう，動物のウエルビーイングに悪影響を及ぼすような新たな表現型についてモニタリング，管理そして委員会へ報告する方法を記載してください。 

III. 獣医学的ケア [指針: p. 115-140, Guide: p.105-132]
注記：該当する場合は，農場環境，野外実験，水生環境等で実施している手順も含めて，各項目に記入してください。

A. 動物の導入と輸送 [指針: p. 116-119, Guide: p.106-109, AG Guide: p.8, 45, 51-57]
1. 動物の導入
動物供給業者や他の研究機関等から，研究機関に供給される動物の品質を評価する方法を記載してください。
2. 動物の輸送 

外部供給元と研究機関の間の動物輸送および研究機関内での輸送について，積み下ろし，バイオセキュリティレベル，免疫状態ならびに特定病原体の状態等を記載してください（水生動物，半水生動物を含む全ての動物種を対象として）。
B. 予防医学
1. 動物のバイオセキュリティ [指針: p. 119-120, Guide: p.109-110]
a. 既知あるいは未知の感染因子をモニターする方法を記載してください。
b. 感染因子を管理，封じ込め，もしくは除去する方法を記載してください。
2. 検疫と順化 [指針: p. 120-121, Guide: p.110-111]
a. 各動物種について新規受け入れ時の評価手順を記載してください。
b. パーパスブレッドの各動物種について，検疫の手順を記載してください。
c. 検疫施設について記載してください。任意の供給元からの（研究のために特別に繁殖・飼育されていない）動物種の検疫／順化に関して，特別な方法を用いる場合，その方法について説明してください。
d. 各動物種について必要な／推奨している順化期間を記載してください。
e. 動物種，供給元，健康状態によって動物を隔離するためのプログラムについて記載してください。異なる状態の動物を隔離せずに混在して管理する場合，その状況と理由を記載してください。
3. 健康状態ならびに動物種ごとの隔離 [指針: p. 121-122, Guide: p.111-112]
a. 動物を隔離する手順と関連施設について記載してください。
b. 複数の動物種を同じ飼育室，区域あるいは囲い内で飼育する場合，その状況について記載してください。
4. 疾病の調査，診断，治療および予防 [指針: p. 122-123, Guide: p.112-113]
a. 以下について記載してください。

1) 動物の病気や異常行動を発見するための日常的観察の手順

2) その責務を担うための観察者の訓練

3) 観察結果の報告方法（書面あるいは口頭）
報告案件を，確実に，時機を逸せず適切に管理する方法についても記載してください。 
b. ケアスタッフ／獣医師と研究者とのコミュニケーションの方法を記載してください。
c. 病気の動物に獣医学的ケアを提供する手順を記載してください。病気の動物に関して獣医に（書面あるいは口頭で）連絡する方法と連絡先を記載してください。
d. 各動物種について，予防医学および健康管理／モニタリングプログラム（例：健康診断，ツベルクリン検査，ワクチン接種，蹄／爪の手入れ，歯磨き／研削・研磨，供給業者の調査，囮動物の使用等）について記載してください。
C. 臨床的ケアと運用 [指針 p. 123-125, Guide: p.113-115]
1. 緊急時のケア [指針:  p. 124-125, Guide: p.114]
a. 業務時間中および業務時間外に継続して動物の緊急時のケアを施す手順を記載してください。
b. 活動計画において，動物の緊急処置に関する選任獣医師もしくは選任獣医師が指名した者の権限を記載してください。
2. 臨床記録の管理 [指針: p. 125, Guide: p.115]
病気の動物の診療記録の保管と治療の記録（臨床検査所見，診断，処置，診療経過記録等）の手順を記載してください。また，それら記録の保管責任者（役職を記載，氏名は不要）と保管場所，記録の閲覧が可能な者を明記してください。また記録保管するうえでの選任獣医師の役割を記載してください。  
3. 診断　
活動計画において利用可能な診断方法を以下に記載してください。
a. 機関内の診断検査能力
b. 商業的に提供される診断検査サービス
c. 剖検施設と病理組織学的能力
d. 放射線および他のイメージング能力
4. 薬物の保管および管理
a. 規制医薬品および非規制医薬品の購入と保管について記載してください。
b. 規制物質に関する記録保管手順を記載してください。
D. 外科手術 [指針: p. 125-133, Guide: p.115-123]
1. 術前計画 [指針: p. 126, Guide: p.116]
職員の特定，機器の設置，物品，鎮痛薬および麻酔薬と設備の選択への獣医師の関与，手術計画，術前術後のケア等，適正な術前計画を保証するための手順を記載してください。
2. 外科手術施設[指針: p. 126-127, Guide: p.116-117]
a. 手術が行われる建物名および部屋名，もしくはその他の場所（機密扱いの場合は符号化して）を列記してください。家畜に外科手術を施す場所も記載してください。手術する動物種のタイプ，手術の種類（大規模／小規模／緊急；生存および非生存等）を記載してください。それぞれの手術区域について使用頻度が高い（毎日）か，中程度（毎週）か，低いかを記載してください。 
b. 生存もしくは非生存手術を行う各手術室で使用する主な手術用器材（例：ガス麻酔装置や人工呼吸器等）を列記してください。 
c. 手術区域の指定に関して，特に配慮する点を記載してください（例：げっ歯類，水生動物，家畜等）。
3. 外科的処置 [指針: p.127-128, Guide: p.117-118]
a. 手技の分類（例：腹腔鏡手術手技）も含め，大規模手術と小規模手術を区分する基準を記載してください。  
b. 非生存手術の定義を記載してください。
4. 無菌操作 [指針: p. 128-129, Guide: p.118-119]
a. 患者と術者の準備も含めて，無菌外科手術の手順，使用される器具ならびに防護衣について記載してください。
b. 器具と防護衣の滅菌方法を記載してください。また，滅菌の有効性をモニターする方法を明示してください。該当する場合，連続して手術を行う際，その間に器具を再滅菌する承認済みの方法を記載してください。もし使用している場合は，承認済みの液体滅菌剤および各器具の曝露時間を記載してください。 
c. 活動計画により研究者に提供される外科手術サポート機能について記載してください。
5. 術中モニタリング[指針: p. 129, Guide: p.119]
各動物種について，必要なモニタリングと記録（保管する記録の種類も含め）を記載してください。また，非生存手術中の麻酔のモニタリングについても記載してください。
6. 術後ケア [指針: p. 129-130, Guide: p.119-120]
術後ケアを提供し監督する責任者，保管する記録の種類（例：手術前後の記録），記録の保管場所等，術後ケアのプログラムについて記載してください。
E. 苦痛（痛みと苦悩） [指針: p.130-131 , Guide: p.120-121]
1. 苦痛の程度を評価して分類する担当者とその方法を述べてください。 
2. 委員会が保証している不要な苦痛を回避する方法（例：予備実験，獣医スタッフによるモニタリング，動物実験計画書，人道的エンドポイント，その他の苦痛軽減法等）を明示してください。
F. 麻酔と鎮痛[指針: p.131-133 , Guide: p.121-123]
1. 各動物種に用いる薬物を列記してください。投与量，投与経路や薬物の併用は機関内のガイドラインに規定する必要があります。現場訪問の際に必要となります。また苦痛軽減のために用いる薬理学的手段以外の方法も全て記載してください。
2. 麻酔薬や鎮痛薬あるいは他の苦痛緩和方法の選択と使用に関して，獣医師が研究者に指導や助言を提供する方法について記載してください。
3. 麻酔薬や鎮痛薬の有効性のモニタリングおよびその担当者について記載してください。
4. 動物のウエルビーイングを確実にするため，獣医師と委員会が，神経筋遮断薬の使用の申請を評価する方法を記載してください。
5. 麻酔用器具の機能の維持管理に関する規範と実施方法について記載してください。 

G. 安楽死 [指針: p. 133-135, Guide: p.123-124]
1. 人道的な屠殺も含め，承認されている安楽死方法を記載してください。動物種，齢，条件（例：妊娠期間中，新生仔），処置を行う場所も考慮してください。 
2. 安楽死用器具の機能の維持管理に関する規範と実施方法について記載してください。
3. 動物の死亡を確認する方法を記載してください。
IV. 施設 [指針: p. 141-161, Guide: p.133-154]
各動物飼育区域について本章を繰り返し記載してください。農場や野外実験用の一時的飼育区域，水生環境，委員会承認下の各サテライト飼育施設についても記載してください。該当する場合，それぞれの間取り図を8.5×11インチもしくはA4用紙に記載し資料として添付してください。
A. 所在地および建築指針
1. 動物施設の所在地（建物，階数，連結棟等）を記載してください。本章に列記されている各区域を監督する管理組織および活動計画について記載してください。
2. 動物施設と動物を使用する実験室の位置関係を記載してください。
3. 動物施設全体の配置（例：コンベンショナル，清浄／汚染廊下等）を記載してください。動物実験計画書の科学的目的を達成するために実験室で飼育されている動物に関し，その飼育管理および必要な最長飼育期間について記載してください。
4. 動物施設の床，壁，天井，ドア，通路，出入口の仕上げについて記載してください。消毒が難しい区域を示し，その区域をどのように維持管理しているのか記載してください。
5. 動物の飼育区域もしくは処置区域内に外窓がある場合，温度や光周期の管理ならびに保安上のリスクに関する委員会の考えを記載してください。
B. 機能区域および運用
1. 暖房，換気および空気調和 (HVAC) [指針: p. 147-148, 151, Guide: p.139-140, 143]
a. 温度，湿度，気圧を管理する機械システムについて記載してください。可変風量式空調（VAV）システム等の詳細について，また性能に影響を及ぼすHVACシステムの重要な特徴についても記載してください。
b. 閉鎖した状態で機能しなくなるあるいは高温になると遮断されるシステムを備えた再熱コイルのように，動物のウエルビーイングに悪影響を与える可能性を最小限にする構造上の特徴を記載してください。
c. システムもしくは部品に障害が発生した場合の，生命線ともいうべき気圧，換気，温度のモニタリングと維持管理方法を記載してください。 
d. 業務時間外に重大な障害が発生した場合の，動物施設の機械システムのモニタリングと適切な職員への連絡の手順を記載してください。
2. 電源および照明 [指針: p. 148-149, Guide: p.141]
a. 動物施設用の非常電源があるかどうか記載してください。ある場合，一次電源異常時に維持する電気設備および機器を記載してください。
b. 動物施設における停電の履歴，ならびにその回数と停電時間を記載してください。停電時に非常電源が作動しなかった場合，その間の動物の快適性およびウエルビーイングを確保するために処置を記載してください。また停電中の動物室の温度異常について記載してください。
c. 動物飼育施設の照明システムについて記載してください。動物種もしくは動物室タイプ毎に，光度，光周期（明期：暗期），構造上の特徴（例：防水処理），制御（例：自動対手動，段階的）について列記してください。 光周期が自動制御システムの場合，時間外には自動的に照明が切れるような制御機能について記載してください。
3. システム異常
以前に報告してなかった場合，電源，空気調和，その他の生命維持装置（例：個別換気ケージ）に起因する動物の死亡もしくは健康障害上の問題点，ならびにそのような事故を報告する仕組みについて記載してください。AAALACに認証規則：AAALAC International Rules of Accreditation (Section 2.f)
4. 保管区域 [指針: p. 149-150, Guide: p.141-142]
a. 温度管理や害虫対策も含めて，飼料と床敷の保管区域について記載してください。
b. ケージ，器材，資材等の保管区域について記載してください。
c. 可燃性あるいは危険な因子や物品（例：消毒剤，殺虫剤，燃料）の保管区域について記載してください。
5. 器材・物品洗浄施設 [指針: p. 151, Guide: p.153]
各ケージ洗浄区域について，場所，動物施設内での動線パターン（汚染側から清浄側へ，または出し入れ），機器の種類（トンネル型洗浄機，ボトル洗浄機，ラック洗浄機等，また床敷回収装置等のその他の関連機器）を記載してください。
C. 特殊施設 [指針: p. 152-154, 158, Guide: p.144-146, 150]
1. 特殊なタイプの動物飼育施設[指針p. 153-154, Guide: p.145-146]
バリア施設，危険封じ込め施設（感染性，放射線，化学物質），「動物キュービクル」（「イリノイ式キュービクル」「ホルスファル式キュービクル」「動物モジュール」等とも呼ばれている）あるいは水生動物や家畜を飼育するために特化して設計された施設（例：納屋，肥育場）等，特殊なタイプの動物飼育スペースを記載してください。
2. 手術室 [指針: p. 152-153, Guide: p.144-145]
a. 無菌手術，手術サポート，動物の準備，手術着，手術室，術後回復用の設備について記載してください。 
b. 手術室内表面，換気，照明，手術を支援し感染統御を強化する固定設備等を含め，手術室の構造上の特徴について記載してください。
3. その他の特殊な動物使用施設 [指針: p. 154-158, Guide: p.146-150]
イメージング，放射線照射，中核的な行動実験施設もしくは実験室等，その他の施設について記載してください。複数の動物種を飼育している施設では，汚染除去方法ならびに交差汚染の防止方法も記載してください。 
4. その他の動物サポート施設
飼料準備区域，飼料粉砕機，屠殺場等，動物の管理と使用をサポートする施設について記載してください。
D. 保安管理と立入制限 [指針: p. 159, Guide: p. 151]
立入制限，施設周囲のフェンス，門，建物への通路，防犯カメラ，守衛等の特徴を記載してください。
動物使用実績（書式A）
動物の管理と使用に関する活動計画について訪問調査員が評価する際の補助資料として，以下の必要項目を記入してください。動物飼育施設外の研究室で使用または飼育されている動物も含め，研究，教育，試験用として承認された動物全てについて，動物種別に記載してください。特に，生存外科手術や，椅子や他の拘束を用いた行動その他の試験，危険物質の暴露等を要する研究プロジェクトに使用する動物の情報が必要です。
	処置の種類
	実験計画書数
	動物種
	概数／年
	研究責任者

	肝臓マクロファージ採取のための

安楽死処置
	15
	マウス
	1500
	J.A. Smith

	胚移植
	5
	マウス
	2500
	

	外科用ステープラー生存外科手術
	1
	イヌ
	15
	K. C. Day

	開胸術／血管移植
	6
	イヌ
	10
	

	骨移植
	2
	イヌ
	12
	

	教育用デモンストレーション
	1
	イヌ
	02
	

	カテーテル挿入（モンキーチェア）
	2
	サル類
	04
	

	感染症
	2
	サル類
	45
	

	神経外科手術
	4
	ハイイロリス
	15
	

	運動神経刺激装置埋め込み
	1
	ブタ
	16
	

	発熱性試験
	2
	ウサギ
	35
	

	抗体作成－

フロイントアジュバンド使用
	1
	ウサギ
	09
	

	角膜レーザー手術
	4
	ウサギ
	24
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	必要であれば用紙を追加してください。


動物使用実績（書式B）
動物の管理と使用に関する活動計画について訪問調査員が評価する際の補助資料として，以下の必要項目を記入してください。動物飼育施設外の研究室で使用または飼育されている動物も含め，研究，教育，試験用として承認された動物全てについて記載してください。特に，生存外科手術や，椅子や他の拘束を用いた行動その他の試験，危険物質の暴露等を要する研究プロジェクトに使用する動物の情報が必要です。
	実験計画書名
	委員会

承認番号
	研究責任者
	動物種
	承認
動物数
	苦痛

カテゴリー 

(1)
	特記事項
（該当する場はチェックすること)

	
	
	
	
	
	
	SS
(2)
	MSS (3)
	FFR (4)
	PR
 (5)
	HAU (6)
	NCF
(7)



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(1) 本資料の中で使われる苦痛の分類全てについて，解説ならびに定義を示してください。
(2) 生存外科手術 (SS)
(3) 複数回の生存外科手術 (MSS)
(4) 給餌・給水調整 (FFR)
(5) 長期の拘束 (PR)
(6) 危険因子の使用 (HAU)

(7) 非主要施設 (NCF)，即ち主要施設外における動物の使用
動物飼育施設とサポート施設の概要
動物施設に関し，以下の表に動物を飼育している区域（建物，階，農場等）の数，動物を管理および使用している場所の総面積（平方フィート／メーターあるいはエーカー），本報告書に記載されている動物の管理と使用に関する活動計画をサポートするのに必要な総面積（平方フィート／メーターあるいはエーカー）を簡単にまとめて下さい（水生動物もしくは両生類を飼育している場合は水処理施設／区域，空気調和，サービス廊下等の他，指針に列挙されている区域を含みます）。施設や場所が複数に及ぶ場合は，最大の動物施設のような基準となる点からの各施設までの大凡の距離（ヤード／マイルもしくはメーター／キロメーターで）を示してください。構内図／サイトマップ（縮尺目盛付）を資料として添付してください。各区域の平面図も資料として添付してください。第Ⅱ部Bに，使用している動物飼育施設の一般的なタイプ（コンベンショナル，危険物封じ込め，ノトバイオート，バリア，納屋等）とその他の詳細について記載してください。動物の管理と使用に関する活動計画の規模算出については 手引き，附録１－動物施設の面積（平方メーター／フィート）に関する資料フォームを参照してください。
	
	動物飼育施設・サポート施設

	所在地
(建物／サイト／ファーム*)
	主要施設からの距離(構内図／サイトマップ添付により本欄記載に代えることも可能)
	動物飼育施設面積(概数　平方フィート・メーター・エーカー)
  
	サポート／処置スペース（概数　平方フィート・メーター・エーカー）
	飼育動物種
	動物種別の毎日の動物概数
	地区の責任者

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計：
	
	
	

	動物飼育スペースと

サポートスペースの合計：

	
	


*建物名が符号化されていない場合，場所の名称と建物の頭字語を記入してください。
記入例
（記入用紙は次のページ）
暖房，換気，空気調和（HVAC）システムの概要
全ての遠隔附属施設も含め，各動物施設の暖房，換気，空気調和（HVAC）システムについて，a) 空気源，b)100% 新鮮空気でない場合，再循環空気の割合，c) 換気回数，d) 相対的差圧，e) 湿度制御，f) 直近の測定／評価日を示しながら，以下に概要を記載してください。全ての動物飼育室（サテライト飼育室を含む），手術施設，処置室，動物施設に不可欠なサポート場所（例：ケージ洗浄，ケージおよび飼料保管区域，剖検，処置等）について記載してください。動物飼育室とケージ洗浄施設については換気回数の記入が必要です。これ以外の区域でも空気の質を維持するめには換気は重要ですが，これらの区域の換気回数の計測については研究機関の判断に任せます。なお必要項目のデータ全てが記載されていれば，書式は違っても結構です。HVACの情報は，過去12カ月以内に得られたものに限ります。
	部屋番号
	用途
	空気源
新鮮／再循環の割合
	処理
フィルター／吸着材等
	換気回数
	差圧
	湿度制御
	検査日

	10
	外科手術
	100% 新鮮
	HEPA
	15
	+
	有
	8/92

	125
	飼育室
	100%新鮮
	HEPA
	12
	-
	有
	8/92

	135
	飼育室
	100%新鮮
	粗塵用フィルター／活性炭
	10
	-
	有
	8/92

	150
	処置室
	100%新鮮
	無
	10
	-
	有
	7/92

	175
	剖検
	100%新鮮
	HEPA
	15
	-
	有
	7/92

	200
	ケージ洗浄
	30%再循環
	粗塵用フィルター
	15
	-
	有
	7/92

	210
	飼料保管
	50%再循環
	粗塵用フィルター
	10
	-
	有
	7/92

	215
	保管
	70%再循環
	粗塵用フィルター
	08
	-
	有
	4/92

	300
	SPF室
	100%新鮮
	HEPA
	15
	+
	有
	4/92

	A100
	ブタ施設
	100%新鮮
	なし
	可変式ファン
	なし
	無
	

	A-12
	納屋
	100%新鮮
	なし
	自然換気
	なし
	無
	


暖房，換気，空気調和（HVAC）システムの概要

全ての遠隔附属施設も含め，各動物施設の暖房，換気，空気調和（HVAC）システムについて，a) 空気源，b)100% 新鮮空気でない場合，再循環空気の割合，c) 換気回数，d) 相対的差圧，e) 湿度制御，f) 直近の測定／評価日を示しながら，以下に概要を記載してください。全ての動物飼育室（遠隔附属の飼育室を含む），手術施設，処置室，動物施設に不可欠なサポート場所（例：ケージ洗浄，ケージおよび飼料保管区域，剖検，処置等）について記載してください。動物飼育室とケージ洗浄施設については換気回数の記入が必要です。これ以外の区域でも空気の質を維持するめには換気は重要ですが，これらの区域の換気回数の計測については研究機関の判断に任せます。なお必要項目のデータ全てが記載されていれば，書式は違っても結構です。HVACの情報は，過去12カ月以内に得られたものに限ります。
	部屋番号
	用途
	空気源
新鮮／再循環の割合
	処理
フィルター／吸収式等
	換気回数
	差圧
	湿度制御
	検査日

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	




必要であれば用紙を追加してください。
水生動物飼育システムの概要* – Part I
全ての遠隔附属施設／部屋／囲いも含め，各動物施設について，水質管理ならびにモニタリング情報プログラムの概要を記載してください。記入にあたっては，以下の項目を参考にしてください。
(1) 屋外の囲い（池や野外タンク）も含め，水生動物飼育施設の場所を列記してください。屋内の場合，建物と部屋の番号を列記してください。同じ場所で，同じ様式およびモニタリングで飼育管理をしている動物種は，全て同じ列に記入してください。
(2) 胚（E），幼生（L），幼若（J），成体（A）のいずれかを記入してください。
(3) グループ水槽（池，屋外水槽，複数の水槽）とは給水を共有している並べて配置した水槽で，個別水槽は単独の水処理システムを有する水槽です。
(4) 水の種類を記入してください（例：淡水，汽水，海水）。
(5) 水循環について記入してください（例：静水 ，再循環，定流あるいはこれらからの組合せ）。該当する場合，水の交換頻度と交換水量（％）を記入してください。
(6) 用いている濾過法のキーワード（例：生物学的，化学的，機械的）と種類（例：メカニカルビーズフィルター）を記入してください。水流，濾過，補充水源 ，一日の交換水量を示す図を添付しても結構です。
Part I

	所在地
(1)
	動物種
(2)
	システム設計

	
	
	グループ／

個別
(3)
	水の種類 

(4)
	 前処理
	循環 
(5)
	濾過
(6)
	消毒

(例： UV，オゾン)



	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


* 設備保全記録（フィルター交換，UV電球交換，プローブ交換，校正等）が調査時に必要となりますので，準備してください。
水生動物飼育システムの概要– Part II

Part II

	モニタリング
下記のパラメータについて，モニタリングの頻度と管理方法を記入してください (1) 

	所在地
(Part Iより)
	水温
	塩分
	pH
	NH4
	NO2
	NO3
	溶存O2
	溶解ガス合計
	その他(2)について列挙

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(1) 本欄にはモニタリングの頻度を記入してください（例：毎日，毎週，毎月あるいはその他の時点のサンプリング頻度。また該当する場合，連続的／リアルタイムあるいはモニタリングなし）。また調節方法（ヒーター対部屋の空気調和，手動対自動による投与等）も記入してください。
(2) その他のパラメータとそのモニタリング頻度（例：アルカリ度，総硬度，伝導率，塩素／クロラミン等）を記入してください。
必要項目のデータ全てが記載されていれば，書式は違っても結構です。
一次囲いと動物用スペースの規定
バイオメディカル研究，野外実験，農学研究実験を審査する際，実験動物全て（従来の実験動物種，家畜，水生動物種，野生動物等）に対するスペースの妥当性を検証するために委員会が用いている成果基準ならびに指針となる文書（例：指針，Ag指針，ETS123，および／またはその他の適用基準）を考慮しながら，下表を埋めてください。
	動物種
	囲いのサイズ
(ケージ，ペン，水槽*，
囲い，パドック等)

	囲い当たりの

最大動物数
	研究機関のスペース基準を決定するのに使用される指針となる文書
(指針，Ag指針，ETS 123等)
	囲いの構成と説明**

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


*  水生動物については，水槽の容量を記入のこと。

** 上部開口，静止型マイクロアイソレーター，個別換気ケージシステム（IVCS）等の説明を記入してください。
ミクロおよびマクロ環境の清掃と消毒
清掃および消毒の方法について下表に記載してください。以下の各項目について洗浄／消毒頻度および方法を記入してください。
	区域
	洗浄／消毒方法
(機械式洗浄，手洗い，
高圧噴霧器等)
	洗浄／消毒頻度
	その他特記事項

	ミクロ環境

	平底ケージ (静置型)
	
	
	

	平底ケージ (IVC)
	
	
	

	吊下げ式網底または溝床ケージ
	
	
	

	ケージの蓋
	
	
	

	フィルターキャップ
	
	
	

	ラックおよび棚 
	
	
	

	吊下げケージの受糞皿
	
	
	

	遊び場，ペン，畜舎等
	
	
	

	サル類用囲いや家畜用野外パドック
	
	
	

	水生動物用，両生類用，爬虫類用水槽および囲い
	
	
	

	給餌器
	
	
	

	給水装置
	
	
	

	環境エンリッチメントプログラムで使用される運動用具および操作子等 
	
	
	

	輸送ケージ
	
	
	

	オペラント条件付けおよび記録チャンバー，機械的拘束器具 (椅子，スリング等)
	
	
	

	安楽死用チャンバー
	
	
	


	区域
	洗浄／消毒方法
(機械式洗浄，手洗い，高圧噴霧器等)
	洗浄／消毒頻度
	その他特記事項

	マクロ環境

	動物飼育室
	
	
	

	床
	
	
	

	壁
	
	
	

	天井
	
	
	

	ダクト／配管
	
	
	

	備品
	
	
	

	廊下
	
	
	

	床
	
	
	

	壁
	
	
	

	天井
	
	
	

	ダクト／配管
	
	
	

	付属設備
	
	
	

	サポート区域
（例：手術室，処置室）
区域毎に記入のこと
	
	
	

	床
	
	
	

	壁
	
	
	

	天井
	
	
	

	ダクト／配管
	
	
	

	付属設備
	
	
	

	道具類
（他と共用か専用か明記のこと）
	
	
	

	モップ
	
	
	

	モップ用バケツ
	
	
	

	水槽用ネット
	
	
	

	その他の道具類
	
	
	

	その他
	
	
	

	車両
	
	
	

	その他輸送用機材（リスト）
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